
本市では、水道の使用中止受付があった場合でも、特に入れ替わりの多いアパート等では次に使用開始

があった際の効率化を考え、物理的な閉栓を行っていません。このため、中止中水栓においても定例検針

を実施しており、使用開始届がなされていないのに水量が計測され、不明水とされることがあります。

未納者に対して給水停止措置を実施していますが、停水執行の際は、受託業者が現地に赴き対象水栓の
メーターのバルブを閉め、プラグ止め等により停水しており、入金が確認できた場合には再度現地にて開
栓の処理を行っています。入金確認後から開栓までにタイムラグが生じており、また、マンパワーによる
作業のため、開栓・閉栓に要する人的コスト、移動や作業に時間がかかることが課題となっています。

双方向で通信が可能で、遠隔で開閉栓操作ができる技術

開栓・閉栓を行うためには、現地で作業を行わなければなりませんが、遠隔操作で行うことができれ
ば職員の作業を削減できます。

また、使用量の計測、集計を行うことができれば使用状況の把握ができます。

開栓・閉栓の現地作業

 検針約2,031,400件/年

 年間作業件数 約72,000件

静１ 通信技術を活用した遠隔操作によるメーターの開栓・閉栓 求める技術：⑦⑪
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1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細
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